天体問題（こたえ）
★時計回り－反時計回りは相対的(見る立場によって変わる)
※この資料では、回転方向は北から見下ろしたものとして記述。
(1) 地球の自転 
・回転速度 : 360度/24時間


    ⇔ 15度/時　360度÷24時間=15度/時

    ⇔ 4分/1度　60分÷15度=4分/度
・回転方向 : ①北から地球を見下ろす場合



→反時計回り


(=南から地球を見上げると、時計回り)


     ②地球上からみる場合



★地球の自転と太陽の動きは逆



→太陽の動き: 東から西へ動く


→地球の自転: 西から東へ動く


(2) 地球の公転 
・回転速度 : 360度/12か月


⇔ 30度/1ヶ月(30日)  360÷12=30

⇔ 1度/1日  30÷30=1

( ⇔ 0.04度/時 )
・回転方向 : 北から見て反時計回り

(3) 自転 
	
	方向(北から見下ろして)
	回転速度

	太陽
	反時計回り
	25.4日/１周  ※遅い！

	地球
	反時計回り (西→東) 
	1周/1日 

	太陽系惑星
	惑星による(金星は時計回り)
	－ (惑星による)

	月
	反時計回り
	27.3日/1周　※公転周期と同じ！


(4) 公転 
	
	方向(北から見下ろして)
	回転速度

	太陽
	－
	－

	地球
	反時計回り
	1周/365日

	太陽系惑星
	反時計回り
	－ (惑星による)

	月
	反時計回り
	27.3日/1周　※自転周期と同じ！


(5) 星・太陽・月の日周運動 

★星, 太陽, 月の日周運動は、地球の自転による見かけの動き


→地球の自転と同速度、逆方向
・回転速度 : 360度/24時間


⇔ 15度/時　360÷24時間=15

⇔ 4分/1度　60÷15=4 

   ※地球の自転と同じ速度

・回転方向


星も太陽も月も同じ

①南の空 : 天の南極を中心に、(東 → 南 → 西) 




     = 時計回り

②北の空 : 北極星を中心に、反時計回り


※天の南極は北半球からは見えず、また北極星のような星もない

★北の空と南の空は逆向きの動き

(6) 星(天球)の年周運動 
★星, 太陽, 月の年周運動は、地球の公転による見かけの動き


→地球の公転と同速度、逆方向
・回転速度 : 360度/1年(12か月）

⇔ 30度/1ヶ月 (30日)

⇔ 1度/1日
・回転方向 : 東から西へ 

※地球の公転と逆

※天球の日周運動と同じ方向
・翌日の同じ時刻に観察すると、同じ星が1度、西に場所がずれて見える。

☞解説 : 地球の公転運動による見かけの動き


→地球の公転の速度と一致(同位角)
・翌日に、夜空の同じ場所で同じ星をみつけるには、4分早く観察する必要がある


☞解説 : 翌日の同じ時刻に観察すると西に1度ずれて見えるので、日周運動で1度分調節する。日周運動の速度は4分/1度なので4分早く観察すればよい。

・１ヶ月後に、夜空の同じ場所で同じ星をみつけるには、2時間早く観察する必要がある

☞解説 : 1ヶ月後の同じ時刻に観察すると西に30度ずれて見えるので、日周運動で30度分調節する。日周運動の速度は4分/1度なので30度もどすためには、4分×30度 =120分 →2時間早く観察すればよい。

★豆知識

腕を伸ばして


1°  小指幅


3°  人指し指+中指+薬指


5°  人指し指+中指 (開いた状態)


10°: 握りこぶしの横幅


15°: 人指し指+小指 (開いた状態)


















太陽を基準に考える





北から見て反時計回り








北極





②ロンドン(西)





①東京





③LA(東)
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